
科目名 英語表現Ⅱ（English Expresion Ⅱ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 30時間

担　当　教　員 【 非常勤 】　 講師　古川　みき　（　【 副担当 】 　教授　後川　知美　 )

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

日常生活の様々な場面に応じた基本表現・文型・文法を中心に学習し、身近な生活や自分の考えを具
体的に英語で表現する技能を身につける。練習を通じて習熟をはかる。
（１）身近な話題に関して相手とコミュニケーションを図るための語彙を理解できる。
（２）英文を構成する文構造や、文法事項を理解できる。
（３）身近な事柄について、自分の考えを英語で書くことができる。

第2学年

機械工学科
電気工学科

制御情報工学科
物質工学科

経営情報学科

履修 1単位 必修 講義

到達目標
②

英文を構成する文構造
や、文法事項を十分理
解できる。

英文を構成する文構造
や、文法事項を概ね理
解できる。

英文を構成する文構造
の基本や、基本的な文
法事項を理解できる。

英文を構成する文構造
や、文法事項を理解でき
ない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

身近な話題に関して相手
とコミュニケーションを図
るための語彙を十分理
解できる。

身近な話題に関して相手
とコミュニケーションを図
るための語彙を概ね理
解できる。

身近な話題に関して相手
とコミュニケーションを図
るための語彙を基本のも
のは理解できる。

身近な話題に関して相手
とコミュニケーションを図
るための語彙を理解でき
ない。

到達目標
③

身近な事柄について、自
分の考えを英語で論理
的かつ正確に書くことが
できる。

身近な事柄について、自
分の考えを英語で簡潔
かつ既習の構文を、用い
て書くことができる。

身近な事柄について、自
分の考えを持つことがで
き、英語を用いて書くこと
ができる。

身近な事柄について、自
分の考えを英語を用いて
表現できない。

学習・教育到達目標 (G) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

総合評価割合 40 40 20

態度・志向性(人間力)
【主体性】

○

汎用的技能
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 英語表現Ⅰ

教科書 MY WAY : English Expression Ⅰ(三省堂）

補助教材等 MY WAY : English Expression ⅠWORKBOOK ( 三省堂　）

学　習　上　の　留　意　点

予習をし、教科書の問題を解いたうえで、授業に臨むこと。
授業中の態度が悪い場合は減点することがある。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

自分の考えを英語で表現し、相手に理解してもらえると、コミュニケーションはもっと楽しくなります。そのためには、基本的な
英語の決まりや文の形を理解し、声に出して読んだり書いたりするトレーニングが大切です。この授業を通してトレーニングす
ることで英語の表現力が一層高まることを期待します。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
Lesson10
不定詞

シラバスから、学習の意義、授業の進め方、評価
方法を理解できる。
準動詞の概要を理解できる。

Lesson10の予習

Lesson12
動名詞

動名詞について理解し、「～すること」などと表現で
きる。

Lesson12の復習
Lesson13の予習

Lesson13
分詞

形容詞の働きをする現在分詞・過去分詞について
理解し、「～している人/もの」「～された人/もの」な
どと表現できる。

Lesson13の復習
Lesson14の予習

Lesson10
不定詞

不定詞の名詞的用法について理解し、「～するこ
と」「～することは…である」などと表現できる。

Lesson10の復習
Lesson11の予習

Lesson11
不定詞

不定詞の副詞的用法、形容詞的用法について理
解し、「～するために… する」「～するための…」な
どと表現できる。

Lesson11の復習
Lesson12の予習

Lesson16の予習

試験返却・解答解説
Lesson16
比較

試験問題の解説を通じ間違った箇所を理解でき
る。
比較級、最上級について理解し、「～より…」「いち
ばん…だ」などと表現できる。

Lesson16の復習
Lesson17の予習

Lesson14
分詞

補語として使われる分詞、分詞構文について理解
し、「ずっと～している」「～しながら…する」などと表
現できる。

Lesson14の復習
Lesson15の予習

Lesson15
知覚動詞／使役動詞

知覚動詞、使役動詞について理解し、「…が～する
のを見た」「…に～させる」などと表現できる。

Review　Exercises３を解
き、Lesson10～15までの
復習

中間試験

Lesson19
関係代名詞

whose,what,thatなどの関係代名詞について理解
し、「～のものである…」「～であるもの」などと表現
できる。

Lesson19の復習
Lesson20の予習

Lesson20
関係副詞

関係副詞について理解し、「～である場所」「～であ
るとき」などと、場所や時、方法などを説明できる。

Lesson20の復習
Review Exercises4の予習

Lesson17
比較

as…as～を用いた比較、最上級の意味を表す表現
について理解し、「～と同じくらい…だ」「～よりも…
なものはない」などと表現できる。

Lesson17の復習
Lesson18の予習

Lesson18
関係代名詞

主格と目的格の関係代名詞について理解し、「～
が…したもの」などと、人や物に説明を付け加える
ことが出来る。

Lesson18の復習
Lesson19の予習

総　授　業　時　間　数 30時間

Review Exercises4 Lesson16～20のまとめの問題演習をし、理解を深
めることができる。

Lesson16～20の復習

期末試験

試験返却・解答解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る。


